


































きない芸術の生産と消費の関係 を、鮮やかに描 きだすのに成功 している。この概念を使った研究
は、これまでにいくつか行われてお り、ブルデュー自身、文学「界」の構造 とその成立過程 をたど
り、そこにフローベールの作品を照らし合わせ、文学「界」が芸術の価値を創造する論理を明らか
にした研究を行っている(Bourdieu訳1995)。その他フランス知識人「界」の構造 を明らかにすること













ナリス ト・出版関係者を含む)に 分けて調べ、彼 らの、出生年 ・出生地・学歴職 業などを集計 して
みる。これは、それまでに存在 しなかった趣味の社会的な意味を作ったのは、まぎれもな く最初
に「楽壇」を構成 した者であり、彼 らがクラシック音楽「界」をリー ドしたからである。誰が最初に
クラシック音楽の生産に関わり、どのように「楽壇」を形成 したかという問題は、日本のクラシッ
ク音楽「界」を論 じる上で、まず明 らかにしなければならない。初期の音楽家に注 目するのは、
「界」の成立に関わった者がそれによって自らの正統性 を確立し、後 に参入する音楽家や作品に正














































男性 女性 不明 合計
1898以前 生 71(835) 13(墓5.3) 1(1.2)85(100.0)










評論のみ 演奏のみ 国 教 育のみ 評論+演奏 評論+教育 演奏+教育 評+演+教 その他1
皇895以前 生 6(7.1)20(235) 15(17b) 06(7.1) 34(400) 1(1.2)3(35)1
1896～1910生 13(6ρ) 73(34.0)13(6.1) 1(05)15(7ρ) 95(442) 3(14)2(α9)【
19n～1925生 監4(4i) 71(20.9)17(5D) 4(L2)20(5.9) 2(B(59.7>8(2.4)3(0.9)





る教育者は殆 ど採録 されておらず、 しかも年代が下るにつれてその割合は小 さくなっている。教
育活動は、演奏活動あるいは評論活動の傍 ら行われていたようである(た だしここでの教育家は
音楽学校や大学で教鞭を取っていたものが殆どで、音楽教師は採録されていない)。





生むルー トには、この二つの学歴が分離 して存在 していたといえる。 男女別で学歴をみると、
表3生 年別 学歴(%)
音楽学校以外.由[
官公且学校 私ヱ学校 師範学校 高校/高女 実業 ・専門 その他(*) 小計1
1895以前 生 14(16.5)7(8.2) 0 0 0 1(1.2)22(25.9)1
1896～19董0生 31(14.4>31(144) 3(L4) 9(42) H(51) 10(47) 95(442)1
1911～且925生 38(11.1)33(9.7) 7(2,1> 12(35) 7(21) 6(18)
合計83(130) 7}(Uの 10(L6> 21(33> 18(28) 17(27>器魏1
音楽学校経由 不明 合計
東京音楽学校 私立音楽学校 軍隊 ・軍学校 その他(**)小 計
1895以前 生 48(56.5)1(1.21 7(8.2) 2(24)58(68.2 5(5.9>85(至00D>
1896～1910生 71(33D)26(12,1'3(14> 2(0.1)102(47.418(84)215α00ρ)
1911～1925生 156(45.9>56(16.5 5(15) 4(L2)221(65.0 16(47)鋼0(100.0)






官公立学校 私立学校 師範学校 高校/高女 実業 ・専門 その他 小計
男性 82(16.3)70(13、9) 9(L8) 10(2,0>18(3,6)17(3.4)206(41,0)
女性 1(0.8) 0 1(0.8) 孟旦(8.3> 0 0 13(9.8)
一
音楽学校経由 不明 合計
東京音楽学校 私立音楽学校 軍楽 ・軍学校 その他 小計
男性 186(37.0)57(IL3)15(30) 8(1.6)266(52.9)31(62)503(100」)
女性 85(64.4)26(19、7)0 }0 1H(84.1) 8(6、1) 132(100D)
表5活 動分野別 学歴(%)
評論家 演奏家 ・作曲家 教育家
一般学校経由 音楽学校経由 一般学校経由 音楽学校経由 一般学校経由 音楽学校経由

















に比べて少な く、すべての分野にわたって演奏活動が活発化 してい くのは活動が戦後 となる音楽
表6-1.生年別演奏楽器(演奏家・作曲家)(%)
楽器あり 楽器なし 合計1





ピアノ 管楽器 弦楽器1声 楽 なし その他 合計
1895以前 生 7(12.7) 0 8(14.5)13(23.6)23(4L8)、,。,、55.(蒐,1
1896～1910生 22(12.8)5(29> 34(19,8)40(23.3)59(343) 正2(7ρ>172(10軌1>1
1911～1925生.61(2L3) 23(8ρ) 33(ll5)77(26.9)80(28ρ〉 12(42>.:捻6(～駐9>}
合計 90(17.5).28(551 75(1輸130(25.3) 162(316)跳5)1513(酬
表7.生年別 出身地(%)
大都市(つ それ以外 外 国("艦>1不 明.合 計
王895以前 生 37(435)45(529) 0:3(35>85(99.9)














は、演奏家において割合が高 くなっているが、世代が下るにつれて減少 してい く(表9)。
表さ1,生年別 出身地(評論家)(%〉
大都市 それ以外1外 国 不明 合計
1895以前 生 8(615) 4(30.8)0 1(7,7)13(100D)
1896～1910生 17(53.1>13(40b)1(3.1) 止(3.1) 32(99.9)
1911～1925生 24(52.2>22(478)0 0 46(looρ)
合計 49(53.8>39(429>ll(1.1)2(2.2)91(looρ)
表8-2.生年別 出身地(演奏家 ・作曲家)(%).
大都市 それ以外 外国 不明 合計
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表8・3.生年別 出身地(教育家)(%)
大都市 それ以外 外国 不明 合計
1895以前 生 25(446)29(5L8) 0 2(36)56(ま00,0)
1896～19m生 59(46.8)62(49.2)1(0.8) 4(32) 126(100.0)


















「楽壇」におけるその構成 をひとまず概観 したが、では実際には誰が中心的に評論活動 を行っ
ていたのだろうか。中心的な評論家を知ることは、当時の音楽趣味が誰によってリー ドされてい
たかを知ることであ り、ひいては日本のクラシック音楽「界」における「正統的」音楽趣味を誰が確




とす危険 もあるが、少なくとも中心的な執筆者 を知る事ができるだろう。利用 した資料は、小川
昂編 『洋楽の本一明治期以降刊行書目』(民音音楽資料館、1977)である。この目録は、明治から現



















表11執 筆 者一 覧
1895年以前生まれ
氏名 生年 出身 学歴 冊数 冊数(～1926)*冊数(19η～1gz6)専門分野
鈴木米次郎 1868 東京 取調掛 10 9(1) 1(1) 教育
草川宣雄 1880 不明 不明 17 3(0) 14(0)・ 教育
田辺尚雄 正883 東京 東京帝大 66 28(3) 38(0)東洋音楽研究
青柳善吾 1884 それ以外 東音 15 4(正〉 11(1> 教育
牛山充 1884 それ以外 東音 12 5(3) 7(2) 評論
ノ」・松 耕輔 1884 それ以外 東音 32 8(3) 24(2) 作曲 ・評論
兼常清佐 1885 それ以外 京都帝大 24 2(0) 22(0>音楽学 ・評論
山田耕作 1886 東京 東音 22 8(0> 14(0> 作曲 ・指揮
福井直秋 1887 それ以外 東音 13 9(0) 4(0) 教育
柿沼太郎 1889 不明 不明 15 4(2) 11(4) 評論
太田黒元雄 1893 東京 ロンドン大 60 30(5) 30(17) 評論
黒沢隆朝 1895 それ以外 東音 17 0 17(0) 教育
1896～1910年以前生 まれ
津川主一 1896 それ以外 関西学院大 13 1(0> 12(5) 指揮 ・評論
門馬直衛 1897 それ以外 東京帝大 33 12(5> 21(2) 評論
伊庭孝 1897 東京 同志社大 21 3(0) 18(1) 評論
堀内敬三 1897 東京 ミシガ ン大 13 3(2> 10(0) 評論
服部龍太郎 lgoo それ以外 早稲田大 33 8(4) 25(6) 評論
塩入亀輔 1900 東京 早稲田 11 0 11(1) 評論
不明
北村久雄 19 1(0) 18(0)
馬場二郎 19 18(16) 1(1)
山本正夫 14 5(0) 9ω










さて、世代が下ると人数は6人 と少なくなるが、彼らは誰 も音楽学校を経由してお らず、また
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年齢的には第二のコーホー トに近いので、第二のコーホー トの性質を先取 りした著者であると考
えてよいだろう。津川は牧師で、教会で音楽に携わっていたと考えられる。このように、彼 らは




していた世代の評論家は、『音楽家人名辞典』で集計 した限 りではかなり増加 しているが、彼らは
本は出版 しなかったらしい。戦後活躍したのは、吉田秀和(戦前から昭和50年までに49冊)、諸井三
郎(同41冊)の二人であ り、それに武川寛海(19冊)、園部三郎(19冊)が続 く。 しかもこの4人は第二の
コーホー トに属 している。彼らの出版数の多 さは、その後の世代の、やはり有名な評論家である
と思われる海老沢敏(8冊)、芥川也寸志(5冊)などをはるかに引 き離 しているのだが、これは、我が
国の音楽評論家の系譜を良 く表すものであろう。「評論家」と称する者は戦後増加 し、経由 した学
校 も音楽大学出身者が多 くなっているにも関わらず、戦後の中心 もやはり大学を経由した者であ
り(吉田、諸井、武川は東京帝国大学卒、園部は東京外国語大学仏語科卒)、しかも戦後から活躍す
ることになる新 しい世代出身の評論家ではなかった。大学までの学生生活の少なくとも一部分は、









戦前、戦後を通 じてレコー ド以前の世代の評論家であ り、レコー ドによって音楽趣味 を得た者で
はなかった。レコー ド普及以前に学生時代を過ごし、高校・大学で西洋文化に触れ、翻訳 と執筆に
よって音楽を論 じた人々である。彼 らは耳からというよりは、むしろ目から音楽に接近 した人た
ちなのである。耳から音楽に接近 したレコー ド以降の世代の評論家は周辺に位置 していたか、あ
るいは雑誌メディアなどを中心に活動 していたのか、さらに検討が必要である。レコー ド以降の









重要になってい く。また、評論家には外国へ実際に赴 く者が減少 し、演奏家では増加している。





























者と、音楽学校 を経由した者 とが、同時に参入 した。が、いち早 く活動の場を確保 し、集団とし
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て成立 したのは、演奏する集団ではなく論 じる集団であった。「楽壇」の基本的な特徴をかたちつ




















では、「正統的」音楽鑑賞スタイルは如何に成立 したか。これに関連 して、レコー ドがどんな影
響を及ぼしたかという問題が残 されている。 レコー ドは、時 と場所を選ばず、また何度も再生 し
て楽しめる点で、愛好者の獲得に大 きな影響力を持ったはずである。 レコー ド世代の中心的な評
論家、あるいはそれ以前の世代でもレコー ドを中心に音楽を語る評論家がいなかった筈はなく、
そこで何 らかの論争があったであろうことは想像に難 くない。たとえば、野村あらえびすはレコ




に持ってか ら、通学代 を節 しパン代 を貯めて買い込むレコー ドやアルバムの、いっさいの選択 を
あらえびす氏に預けてしまった。(中略)私は、幼い自分がここか ら学び取れたものが、単にレコ
ー ドの購入案内だけでなかった事実に、愕然 とさせ られる。 じつは、今にして私は、音楽の読み
とり方、演奏家への接 しよう、その美学と人間学のパ ターンじたいを、あらえびす氏の古典的精
神観経由で学ばされ、そこからなお基本は抜け出ていない自分 に気付かされて、驚 くのである。












文学「界」の歴史を描 く際に、近接の「界」である知識人「界」や芸術「界」を参照 し、それ らの関係 を
分析することで、芸術の生産者 と消費者 の芸術観が変化するメカニズムを説明 しているが
(Bour(Heu訳1995)、クラシック音楽愛好者の属する社会層を検討する際にも同様に、クラシック音
楽「界」がそれ以外のどの「界」に近接 して、或いは対立 して成立 したかを確認する必要がある。ク
ラシック音楽「界」の成立によって、以前から存在 していた日本固有の伝統芸能やその他の新興の
文化との関係がどのように書換えられたか。このように、い くつかの文化の問の緊張 と親和の歴
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において、2割から4割の学生が趣味として音楽を挙げており、学生の趣味のベス ト3に入っている。また、戦前
期には学生の音楽団体も数多 く作られており、確認できた63団体のうち、27団体が明治・大正期に成立し、22団
体が昭和期に作られている(『音楽年劃 各年度)。
(7)阪田寛夫の小説 『音楽入門』には、彼の叔父で作曲家になった大中寅二(1896生)の逸話がある。やはり音楽が好
きな阪田氏の父親が義弟の大中寅二(虎二郎)を説得する場面だが、「音楽はたのしむもの、生活をうるおすもの。
しかしそれを職業にするのは話が別だと父は言った」(阪田1984、20頁)。「結局は、説得を依頼した両親の方力濾、
子に譲歩 して、大学で経済を勉強してからという条件で虎二郎の希望が叶えられた」(21～22頁)。また、斎藤秀
雄(1902生)の伝記を書いた中丸美絵は、その中で、このような例をいくつか集めている。斎藤が少年時代を過ご
した大正期、音楽に興じることを母親は面白く思っていなかった。彼女は、「男が音楽などやるものではないと
いう考えだったが、趣味なら仕方ないだろうと黙認 していた。しかし、男の子がくねくねと体を曲げてピアノ
やヴァイオリンを弾くというのは、どうしても好きになれなかった」(中丸1996、36頁)。また、朝比奈隆(1908生)
は「男が音楽をやるなんていうのはとんでもない時代で、腹でも切らなならんぐらいのときです」と語り、尾高
忠明も父直忠(1911生)について「譜面を見るのに部屋で見ていると殺されかねないというので、父はトイレのな
かで勉強 していました。音楽をやるといったときには、勘当されそうになり、理解ある兄のおかげでなんとか
ウィーンへの音楽留学も許されたそうです」と回想する(共に中丸1996、35頁)。
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CriticsandPlayers:
TheCompositionofMusicWorldinModernJapan
YoshikoKATO
ThispaperintendstoshowthestmctureofJapanesemusicworld,includedinthe"field"ofmusic.
UsingabiographicaldictionaryofJapanisemusicians,allmusiciansbombefbre1925werepickedup
toanalysetheircareer.Inaddition,importantcriticswhowrotemorethan10booksbeR)re1940were
alsopickedupf士omacatalogofbooksofmusic.Theanalysisofthehleducationalcareersshowsthat
criticswereffomuniversitieswhileplayersweref止ommusicschools,andthatthe亜eadingmusicians
whodevelopedthefirstmusicworldinJapanwerefromcities,finishedkighereducation,anddid
musicasas孟dework.OneofthefbaturesregisteredinthefieldofmodemclassicalmusicinJapanwas
山atpeoplewithhighereducationbackgrounddealwithInusicexclusivelyusingtheirfbreignlanguage
pro∬ciencyand　heir㎞owledgeoffbreigncounthes.Theseattributesofmusicianswhohaveremained
cons剛 孤dwerenota撫edbythedi伽sionofmassco㎜unicationevena負erthew飢.
